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「
言
語
聴
覚
士
と
は
何
か
？
」

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
、
自
治

医
科
大
学
附
属
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
所
属
し
て
い
る
言
語
聴
覚

士
で
す
。

言
語
聴
覚
士
は
疾
患
や
傷
害
、
発
達
に

よ
り
、
機
能
低
下
の
あ
る
方
々
に
対
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
行

わ
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
嚥

下
（
飲
み
込
み
）
の
問
題
に
も
専
門
的
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

「
当
院
で
の
言
語
聴
覚
療
法
」

当
院
で
は
、
現
在
４
名
の
言
語
聴
覚
士

が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
し
て
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
が
い
、
聴
力
・

発
達
や
嚥
下
障
が
い
な
ど
で
す
。

ま
ず
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
が

い
や
摂
食
・
嚥
下
障
が
い
の
有
無
判
定
、

問
題
点
の
抽
出
や
予
後
予
測
判
定
を
行
い
、

訓
練
を
開
始
し
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
が
い
の
あ
る
方

に
対
し
て
は
、
こ
と
ば
を
引
き
出
す
訓
練

（
絵
カ
ー
ド
や
プ
リ
ン
ト
の
問
題
、
発
音

練
習
な
ど
）
、
ま
た
嚥
下
訓
練
で
は
口
腔

ケ
ア
、
嚥
下
体
操
、
食
形
態
の
選
定
な
ど

を
行
い
ま
す
。

更
に
早
期
よ
り
、
ご
家
族
や
チ
ー
ム
医

療
と
呼
ば
れ
る
様
々
な
職
種
と
連
携
を
図

り
、
退
院
に
向
け
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

「
作
業
」
っ
て
な
に
？
作
業
療
法
士
っ

て
な
に
を
す
る
の
？

作
業
療
法
で
は
、
人
の
日
常
生
活
に
関

わ
る
全
て
の
諸
活
動
を
「
作
業
」
と
呼
び
、

「
セ
ル
フ
ケ
ア
（
着
替
え
、ト
イ
レ
な
ど
）」、

「
家
事
」、「
仕
事
」、「
余
暇
」、「
地
域
活

動
」
の
５
つ
に
分
類
し
て
い
ま
す
。
作
業

療
法
士
は
こ
れ
ら
の
作
業
が
行
え
る
よ
う

に
、
医
師
の
指
示
の
も
と
医
療
、
福
祉
・

介
護
、
保
健
・
教
育
・
職
業
領
域
で
支
援

を
行
っ
て
い
く
職
種
で
す
。
作
業
療
法
の

対
象
は
病
気
や
怪
我
、
も
し
く
は
生
ま
れ

な
が
ら
に
障
害
が
あ
る
人
な
ど
、
年
齢
に

関
係
な
く
、
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要
な

全
て
の
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
人
な

り
の
そ
の
人
ら
し
い
生
活
の
獲
得
を
目
標

に
支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め

に
３
つ
の
能
力
を
維
持
・
改
善
す
る
こ
と

を
行
っ
て
い
ま
す
。
３
つ
の
能
力
と
は
基

本
能
力（
運
動
や
感
覚
等
）、応
用
能
力（
食

事
や
ト
イ
レ
等
）、社
会
適
応
能
力（
就
労
・

就
学
等
）
の
こ
と
を
指
し
、
そ
の
人
そ
の

人
の
能
力
や
状
態
に
合
わ
せ
て
作
業
療
法

士
が
支
援
内
容
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

当
院
で
の
作
業
療
法

現
在
、
当
院
に
は
８
名
の
作
業
療
法
士

が
お
り
、
脳
血
管
疾
患
、
整
形
外
科
疾
患
、

呼
吸･

循
環
器
疾
患
な
ど
非
常
に
幅
広
く

対
応
し
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
の
言
語
聴
覚
療
法
」

言
語
聴
覚
士
は
医
療
・
福
祉
・
教
育
な

ど
年
々
活
躍
す
る
機
会
が
増
え
て
き
て
お

り
、
今
後
も
さ
ら
に
見
込
ま
れ
る
と
思
い

ま
す
。

こ
と
ば
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
、
他
者
に
は
見
え
に
く
い
障
が
い
の
１

つ
で
す
。
分
か
っ
て
い
て
も
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
恐
怖
や
失
敗
体
験
に
よ

り
、
自
信
の
損
失
へ
と
繋
が
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
場
面
の
回
避
や
接
触
を
避

け
る
機
会
も
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

私
た
ち
は
患
者
様
の
心
理
面
に
も
配
慮
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

か
つ
て
患
者
様
か
ら
、
「
話
し
た
り
、

食
べ
た
り
で
き
な
い
こ
と
が
こ
ん
な
に
辛

い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
で
き
な
い
な
ら

生
き
て
い
く
意
味
が
な
い
。
」
と
お
話

を
伺
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

は
、
ま
た
患

者
様
が
「
自

分
ら
し
さ
」

を
築
き
あ
げ

て
い
く
た
め

に
、
こ
れ
か

ら
も
支
援
し

続
け
て
い
き

た
い
で
す
。

急
性
期
の
作
業
療
法
で
は
、
急
性
期
治

療
中
で
あ
る
た
め
リ
ス
ク
管
理
を
行
い
な

が
ら
、
前
述
し
た
基
本
能
力
や
応
用
能
力

へ
の
支
援
の
比
重
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
脳
卒
中
に
お
い
て
は
動
き
に
く
く

な
っ
た
腕
や
手
の
機
能
改
善
の
た
め
に
徒

手
療
法
や
お
手
玉
、
輪
入
れ
、
お
は
じ
き

等
の
道
具
を
用
い
た
治
療
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
麻
痺
の
な
い
方
で
も
日
常
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
動
作
練
習
や
環
境
調
整
を

行
い
ま
す
。
そ
の
人
の
生
活
上
で
の
目
標

に
対
し
て
、
必
要
な
動
き
を
評
価
し
、
使

用
す
る
道
具
や
運
動
の
方
向
を
決
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
日
常
生
活
で
段
階
的
に
動

き
に
く
く
な
っ
た
腕
や
手
を
使
用
で
き
る

よ
う
に
動
作
方
法
の
指
導
や
環
境
調
整
も

行
い
ま
す
。
獲
得
で
き
た
目
標
動
作
を
病

棟
や
自
宅
に
戻
っ
て
か
ら
も
継
続
で
き
る

よ
う
に
、
看
護
師
や
ご
家
族
と
の
協
働
が

重
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
急
性

期
病
院
か
ら

転
院
先
、
在

宅
で
の
生
活

を
見
据
え
た

支
援
が
重
要

だ
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

自
分
ら
し
さ
を
築
く

そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
支
援
す
る

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

　

リ
ハ
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五い
か
ば
た

十
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舞ま
い
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村む
ら
か
み上 

知と
も
ゆ
き征


